
公開文書 

脳腫瘍に対する光線力学的療法における 5-アミノレブリン酸の併用療法についての検討 

➀研究対象者

2019 年 1 月～2026 年 6 月の間に当院において脳腫瘍に対する摘出術時に術中光線力学療

法を併用した方。 

②研究機関

研究機関の長による研究実施許可後～2026 年 12 月 31 日まで 

③資料情報の利用を開始する予定日

2025 年 7 月 23 日 

④研究目的

悪性脳腫瘍に対する術中光線力学療法の治療状況を把握し、背景因子、画像検査の情報を整

理し検討することです。 

⑤研究方法

筑波大学附属病院で保有する既存の情報のみを用いた観察研究です。診療記録等から必要

な情報を収集します。それにより得られたデータを学会や論文にて発表します。 

⑥研究に用いる情報

年齢、性別、初発・再発かどうか、病変の部位、術前後の全身状態、行った手術手技や摘出

度、手術前後の画像検査結果など 

⑦外部への情報の提供

なし 

⑧外国にある者に対して情報の提供

なし 

⑨研究組織

当院単独の研究 

⑩利益相反等

当院では、研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に、情報公開文書において企業

等との利害関係の開示を行っています。本研究は筑波大学脳神経外科の研究費（運営交付金）

により実施します。外部との経済的な利益関係等によって、研究で必要とされる公正かつ適

正な判断が損なわれる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかね

ない事態を「利益相反」と言います。本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われ

ます。本研究の利害関係については、現在のところありません。今後生じた場合には、所属

機関において利益相反の管理を受けたうえで研究を継続し、本研究の企業等との利害関係

について公正性を保ちます。この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は

研究機関及び研究者等になります。あなたには帰属しません。 

⑪本研究への参加を希望されない場合



患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、情報の利用停止を希望される

場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公表されている場合など、

ご希望に添えない場合もございます。 

 

筑波大学附属病院 脳神経外科 

〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 

電話番号（緊急連絡先）： 029-853-3220 （脳神経外科ステーション 平日 8:30～17:15） 

研究責任者：筑波大学附属病院 脳神経外科 担当者 稲葉拓美/責任者 杉井成志 

 


